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11月23日（土）13:30～17:30笠岡諸島「高島」を皮切り

に人材養成塾がスタートしました。10月～１１月はじめの

募集で11名の塾生の応募があり、一般聴講、スタッフと

合わせて30名の参加で第１回目の塾を実施しました。

塾の開催方法は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾の開催方法は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾の開催方法は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾の開催方法は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①毎回メイン講師の先生が取り組み実践の講演を約1時

間行います。

②塾の開催地も毎回持ち回りで行い、その開催地域の

キーマンの方に来ていただきゲストスピーチ１５分程度

③後半はグループワーク。塾生が描いているマイプラン

を各自が発表し、それに講師陣や毎回のゲストが質問

やメッセージカードで情報提供、アドバイスする仕組みで

す。塾生には自分のプランの参考なる事例の調査、イン

タビューなどの宿題が課せれれ、毎回マイプランのブラ

シュアップを行い、最終の発表に備えるというものです。

塾生だけの講座ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾生だけの講座ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾生だけの講座ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塾生だけの講座ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

毎回一般聴講生を募集します。それぞれの地域で活躍

する実践者をお迎えしてお話を伺います。また、後半の

グループワークでは塾生のプランに耳を傾けていただ

き、参考になる事例や人を塾生に紹介していただければ

と思います。いろいろな立場の方のご参加をお待ちして

います。

今からでも塾生になれますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今からでも塾生になれますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今からでも塾生になれますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今からでも塾生になれますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１回目に参加した一般聴講生の方から入塾の希望が

あり塾生になりました。今からでも入塾は可能です。

また、毎回一般聴講という形で継続して聴講することも

可能です。塾生会費12,000円、一般聴講1回500円

井笠広域観光協会とこの塾何の関係があるんですか？井笠広域観光協会とこの塾何の関係があるんですか？井笠広域観光協会とこの塾何の関係があるんですか？井笠広域観光協会とこの塾何の関係があるんですか？

井笠地域の観光を他の地域とは特色あるものとして展

開するためには人とか物とかの背景にあるストリーを丁

寧に伝えることが必要です。また、地域を活性化するの

は行政やまちづくりをしている人だけの仕事ではありま

せん。一人でも多くの方がやりたいと思っていることが実

現し、自信を持って更に頑張ってもらう仕組み、そして、

広域観光協会も法人化に向け、組織を担う人材を育成し

独立した動きをしていく必要性を強く感じているのです。

今度の講座に参加するには。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今度の講座に参加するには。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今度の講座に参加するには。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今度の講座に参加するには。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12月は矢掛町で開催します。今後の塾の日程は別途お

知らせしますが、各市町の観光担当の皆様のご協力を

いただき実施します。下記のホームパージ、facebook等

で告知してまいります。ぜひご参加をよろしくお願いしま

す。

HP：：：：http://ikasa-inaka-college.jimdo.com/
FB：：：：http://www.facebook.com/tabitabiikasa
電話：電話：電話：電話：（0865）69-2147（笠岡市経済観光活性課）

１１月２３日（土）１１月２３日（土）１１月２３日（土）１１月２３日（土）13:30～～～～17:30　高島公民館　高島公民館　高島公民館　高島公民館

１３：３０～１３：３５　　　開校あいさつ 

１３：３５～１４：００　　　井笠田舎カレッジについて

　　　　　　　　　　　　　　　　（概要の説明） 

１４：００～１５：００　　　講演：エコカレッジ代表取締役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾野寛明氏

１５：００～１５：１０　　　休憩 

１５：１０～１５：３０　　　地元ゲストによる取り組み紹介

　　　　　　　　　　　　　　成瀬義彦氏(Ｉターン漁師・ＳＥ)
１５：３０～１７：００　　　グループワーク 

１７：００～１７：１０　　　休憩 

１７：１０～１７：３０　　　本日の振り返り

　　　　　　　　　　　　　　　　（尾野塾長・赤澤副塾長）

いかさいかさいかさいかさ田舎田舎田舎田舎カレッジカレッジカレッジカレッジ2013201320132013塾生概要塾生概要塾生概要塾生概要

笠岡市経済観光活性課0865-69-2147

尾野塾長の過疎を逆手にとったビジネスモデルの話・

都会から島へ移住た高島の成瀬さんの体験談。いろ

いろな実践者の話を聞かながら塾生はマイプランをブ

ラシュアップしていきます。



笠岡市経済観光活性課0865-69-21472013.11.27

毎回各地域の秘境と言われるようなところで塾を開催します。

第２回の会場は干し柿で有名な「山の上地区」の集会所をお

借りして勉強会を開催します。

メイン講演は室貴由輝氏（矢掛中学校教諭）・ゲストスピー

カーは山の上干柿生産組合の土井良雄組合長にお願いして

います。

昨年の田舎カレッジでもお邪魔しました。なんと、今では干し

柿をシンガポールに輸出するようになったとか・・・。すごい取

り組みです。室先生は昨年まで矢掛高校で「矢掛学」を中心と

する持続可能な地域づくりの為のプログラムであるESD教育

の第１人者です。地元の人が地元のことを知って、活かしてい

く活動こそが地域づくりの原点だと思います。

12:00　笠岡駅集合

12:30　矢掛町役場合流

13:00　山の上地区集会所到着

13:30　尾野塾長イントロダクション

14:00　メイン講演

　　　　　室貴由輝氏（矢掛中学校教諭）

15:00　休憩

15:10　ゲストスピーカー

　　　　　土井良雄氏（山の上干柿生産組合組合長）

15:30　グループワーク

　　　　　マイプラン発表

17:00　振り返り（尾野塾長・赤澤副塾長）

17:30　終了

（毎回塾終了後に交流会を開催し親睦を深めています。）

いかさ田舎カレッジ塾長

尾野寛明氏尾野寛明氏尾野寛明氏尾野寛明氏

 

有限会社エコカレッジ　代表取締役

NPO法人てごねっと石見副理事長

NPO法人　

農家のこせがれネットワーク　理事

井笠広域振興アドバイザー

いかさ田舎カレッジ副塾長

赤澤雅弘氏赤澤雅弘氏赤澤雅弘氏赤澤雅弘氏

 

産業観光プロデューサー

井笠広域振興アドバイザー

地域の課題を自ら発見・設定し、解決のための段取りを

考え、行政や地域の団体と協力しながら地域で様々な取

り組みを進めていく存在のことを指します。 

　時には資金調達・人材育成・地域住民の巻き込みなど

を行いながら、地域づくりのスピードを加速させていく仕

掛け人です。

　時には自分で好きなイベントを実施してしまう人も。専

業のNPOとして独立している人もいれば、週末だけ地域

に通ってプロジェクトを進めている人もいます。動き回る

中で様々なネットワークを培えるため、自分の店を作って

しまう人などもいたりします。 

既存の枠組みにとらわれずに「はたらく」と「社会貢献」を

両立できる新しい働き方として注目されています。 

発想の転換を！
　これまで井笠広域観光協会でいろいろな研修事業

を展開してきました。多分会員企業さんの中には、

この忙しいのに思われた方も多々いらっしゃると思

います。動員では何も新しいことはうまれません。

何かしたいことがある人を集めてそのやりたいこと

が実現できるようにフォローアップする研修だったら

どうでしょう。直接観光とは全然違うプランかもしれ

ませんが、観光という部門は何にでも関連付けるこ

とができると思います。何をやっているかよりもやり

たいという気持ちを最大限に理解し、そのプラン実

現のための舞台をつくることが一番意味のあること

ではないかと考えています。各市町村にはまだまだ

埋もれた人材はいるはず！一緒に発掘しましょう！

　何かやりたいという若者集まれ！何かやりたいという若者集まれ！何かやりたいという若者集まれ！何かやりたいという若者集まれ！

Ｎｅｗ face　　　　　　　　　　　　　　　　　第１回の講座の一般聴講生に

　　　　　　　　　　　　　　　　　矢掛高校の高月君が参加され

ました。高月くんはAO入試で島根県立大学に合格し、これ

からの研究分野である地域づくりの我が塾に興味を持って

いただき参加してくれました。この動きに事務局としても即

座に反応し、あらかじめ高月君に塾生と同じマイプラン

シートを書いてもらっていました。初回の講座で20代から

50代の大人のプレゼンに引き続き高月君にも発表をしても

らうと・・・。塾生・スタッフ一同その堂々としたプレゼンとマ

イプランも「高齢者のスキルを生かした地域づくり」という内

容。高校では福祉施設での実習経験を通じて高齢者のス

キルを感じたとのこと。実践に基づいたマイプランに皆感

心の拍手が！次回からは塾生になりますと宣言。彼がどこ

まで成長するかも楽しみです！頑張れ！高月君！


